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「しあわせ はこべるように」 

 副校長 前川 忠彦 

 

 １月２０日（水）に避難訓練を行いました。

今回は、児童への“予告なし”で８時２０分

に発生という“始業前”の設定でした。授業

中に地震や火災が発生したら担任の先生の

指示に従って安全に避難しますし、休み時間

中も看護当番を中心に先生たちの指示に従っ

て避難できます。しかし、いつも周りに助け

てくれる大人がいるとは限りません。地震は

天災です。何にも“予告なし”に時間を選ばずに発生します。だから

こそ、一人一人が安全に自分の身を守る判断力と実践力を身に付けていくことが大切です。今回、

既に教室に着いていた児童は机の下に潜り、玄関やオープンにいた児童はランドセルや手で頭を

守る「ダンゴムシの姿勢」を取り、自分の身の安全を図りました。時間にして３分間の避難訓練

でしたが、こうした少しずつの積み重ねで、しっかりと命を守れるように取り組んでいます。 

 訓練の最後の講話では、２６年前の阪神淡路大震災の話を児童に伝えました。ちょうど３日前

の１月１７日（日）にテレビでも当時の様子が映し出されていて、それを見た児童もいたようで

す。地震が発生したのは、１９９５年１月１７日の午前５時４６分でした。凄まじい轟音ととも

に地面が突き上げられたそうです。まだ夜明け前で、ほとんどの人が眠っていました。この震災

を経験した人は、発生時に何が起こっているのか分からなかったそうです。ただ身の危険を感じ

て布団を頭から被り、“ダンゴムシの姿勢”を取りました。その上から壁に掛けてあった時計が

落ちてきましたが、この避難姿勢のおかげでケガを免れたそうです。「いったい、この恐怖がい

つ終わるのか？ 早く終わってくれ。」と何時間も祈り続けていたような気がしたそうです。で

も実際には１０秒しか揺れていなかったそうで、この時の恐怖が伝わってくる話です。 

 そして、崩れた家から何とか脱出すると、周りの家という家が全て崩れて２階建てや３階建て

の屋根が目の高さまで落ちてきていました。ふと我に返ると、気温が４℃という真冬の寒さの中

パジャマに裸足という恰好のせいもあり、心も身体も凍えてしまうほどの衝撃だったそうです。

その後、あちこちで火災も発生し、一面焼け野原になった神戸の街の姿が幾度となく報道されま

した。そうした傷付いた神戸の街で、各所の避難所で必死に生きる人々がたくさんいました。こ

の時、大学生だった私は生まれて初めてボランティアとして神戸の町で数週間を過ごしました。

避難所でみんなのために頑張る子供たちの姿を見て、「この神戸の子供たちを支えていきたい」

と思って、神戸の教員になったのが、私の教員人生の第一歩でした。そして、復興への子供たち

の願いを乗せて、「しあわせ はこべるように」という歌が作られ、受け継がれています。この

歌を講話の最後に、放送で流しました。 

http://taito.ed.jp/swas/index.php?id=1310212


       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、様々な行事が中止されて残念ですが、学校での元気な 

児童の姿が見られます。日々の輝く児童の姿を発信していきます。                

上野小学校教職員一同 

１年 書写「硬筆」 図工「ひかりのくにのなかまたち」 
 書写では、硬筆作品を展示しました。「点画の書き方」や「文字の形」に気を付け、筆順通りに丁寧に書

くことをめあてに取り組みました。一文字一文字を確認し、慎重に文字を書くことが大変だったようです。

初めての書き初めでしたが、冬休み前からたくさん練習し、自 

信を持って書くことができました。回数を重ねるにつれてどん 

どん成長していく姿がありました。展示では、全員が最高傑作 

を飾ることができました。 

 図工では、「ひかりのくにのなかまたち」に取り組みました。 

袋の中にカラーセロファンを入れ、光が通る作品を作りました。 

袋の使い方を工夫し、人の形や魚の形など一人一人の個性が表 

れる作品が集まりました。１年生５５人の個性が集まり「ひか 

りのくに」が完成しました。 

 

２年 書写「硬筆」 図工「おしゃれなカラス」 
今までの書写の学習を生かして「点画の書き方」や「文字の形」に気を付け、一生懸命取り組みました。

画の始まりの位置や画の長さをお手本をよく見て書き、一文字一文 

字に心を込めて集中して書く姿に成長を感じました。硬筆の書き初 

めは今年が最後です。まとめとなる作品を立派に書き上げることが 

できました。 

 図工では、イソップ童話にあるお話を聞いて、自分が想像したカ 

ラスの姿を描きました。カラスの体は、絵の具を染み込ませたタオ 

ルを紙にトントンと叩いて描きました。さらに、おしゃれになるよ 

うに、羽を作ったり羽の付け方を考えたりして工夫しました。羽の 

一枚一枚に思いを込めて作り、72 羽の個性豊かなカラスに仕上げ 

ることができました。 

 

３年 書写「お正月」 図工「のこぎりひいてザクザクザク」 
 今年から毛筆での書写学習に取り組んでいます。半紙に書くことでさえまだまだ不慣れな中で、初めて

の毛筆による書き初めに一生懸命取り組みました。一文字書き 

上げるたびにお手本の字と見比べ、静かに自分の字と向き合っ 

ていました。「点画の書き方」や「筆圧」に注意して書くだけで 

なく、文字のバランスや大きさに気を付けて「お正月」の３文 

字を丁寧に書き上げました。 

 図工では、のこぎりを使って作った作品を展示しました。 

苦労しながらのこぎりで木を切っていた姿が思い出されます。 

苦労して切った木を活かした作品だけに愛着も一入のようで 

す。形や色をどうするかをよく考えて、工夫して作っていま 

した。 

 

４年 書写「元気な子」 図工「彫って見付かる不思議な…！？」 
 １２月の書写の時間に一文字ずつ練習したり、冬休みの宿題で取り組んだりした成果を発揮するべく、

真剣に取り組んでいました。全員が集中し、水を打ったような静 

けさの中、止め、はね、はらいをしっかり意識し、筆圧に気を付 

けて一画ずつ丁寧に書いていき、完成させました。力強い文字か 

らも、「元気な」子だというのがよく分かります。 

 図工では、彫刻刀でベニヤ板を彫り、自分だけの想像の花や 

動物を表現しました。使い方を間違えるとケガにもつながる 

道具ですが、上手に使って作品を仕上げることができました。 

自分で考えた動植物なので、一人一人の個性がよく表されてい 

ました。単色で刷るのではなく、何色も使って刷り上げた版画 

作品だけに迫力がありました。 

  

 



上野小学校の校庭では、毎日たくさんの児童がおにごっこや縄跳びなどを行い、元気に体を

動かしています。しかし、中には厚着をしたまま遊んでいる児童も見られます。厚着をし過ぎ

ると、運動した際よけいに汗をかき、時間が経つにつれその汗で体が冷えて、体調を崩す原因

となってしまいます。なるべく薄着を心がけながら、衣服の調節が自分でできるようにお声か

けをお願いいたします。また、新型コロナウイルスの感染症予防のために、食事前や外出後の

手洗い・うがいの御協力も再度よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「寒さに負けずがんばろう」 
・なわとびにチャレンジしよう・元気よく外で体を動かそう 

・手洗いやうがいをきちんとやろう 

 

 

 

 

 

 

 

５年 書写「希望の朝」 図工「マイツリーハウス」 家庭科「オリジナルトートバック」 

 書写では、点画のつながりを意識して「希望の朝」を書きました。止め、はね、はらいを意識し、画数の

多い漢字を、全体のバランスを見ながら集中して書くことができました。 

５年生は立体作品として「ツリーハウス」を作りました。図工の学習 

で初めて電動糸鋸を使用し、材料を組み合わせたり、作品に合う色を選 

んだりしました。窓を開けたり、細かく階段を作ったり、随所に工夫や 

こだわりが見られる、素敵な自分だけのツリーハウスを作ることができ 

ました。 

家庭科では、初めてミシンを使って「オリジナルトートバッグ」を作り 

ました。始めはミシンのセッティングも難しかった児童も次第に慣れて 

いき、楽しんで学習を進めていました。自分でコンセプトを考えて計画し、 

自分で考えた世界をトートバッグに表現できました。 

 

 

６年 書写「夢の実現」 図工「わたしのお気に入りの場所」 家庭科「オリジナルエプロン」 

 書写では、「夢の実現」を書きました。特に、意識したのは「夢」と 

いう字のバランスです。自分の将来の夢や今年の目標をイメージして、 

一画一画丁寧に書き上げました。 

図工では、これまで過ごしてきた学校の中のお気に入りの場所を描き 

ました。奥行きや重なり、立体感を捉えて、描き方を工夫して作品を仕 

上げることができました。自分だけの思い出やイメージを描き加える児 

童もいました。展示された作品からは、児童それぞれの思いやつぶやき 

が聞こえるようでした。 

 家庭科では「オリジナルエプロン」を作りました。ミシンを正しく 

使って、真っすぐ縫うことはもちろん、デザインにもこだわりました。 

かわいい動物、広い宇宙、大好きな乗り物など…。一人一人が自分の 

テーマをもって、デザインを考えました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【２月】 

日 曜日 朝の集会 児童関連行事 

１ 月 全校朝会  

２ 火 朝学習  

３ 水 
 

 

４ 木 
 

 

５ 金 
 

 

６ 土   

７ 日   

８ 月 全校朝会 委員会活動 

９ 火 朝学習  

10 水  特別時程 研究授業（５－１） 

11 木  建国記念の日 

12 金  入学説明会 

13 土   

14 日   

15 月 全校朝会 クラブ活動 

16 火 朝学習  

17 水 安全指導  

18 木  リサイクルデー 縦割り班解散の会 ６年生を送る会 

19 金   

20 土 
 

土曜授業参観日 

21 日 
 

 

22 月 全校朝会   

23 火 
 

天皇誕生日 

24 水   

25 木  保護者会 （６年） 

26 金  謝恩会 

27 土   

28 日   

教育相談日：事前に電話連絡が必要になります。詳細は養護教諭の芹澤までお問い合わせください。 

SC 沖村先生         ５(金)、１２(金)、２６（金） 

SC 上杉先生 ２日(火)、３日(水)、９日(火)、１０日(水)、１６日(火)、１７日(水)、２４日(水) 

《お知らせ》 

〇今後の予定ですが、緊急事態宣言の発令に伴い変更する場合があります。ツイたもん、ホームページ、各

便りなどでお知らせしますので御確認ください。 

〇３月の卒業式、保護者会は実施予定です。変更がありましたらお知らせします。 

〇新型コロナウイルス感染症対応に関する連絡先  ０８０－７４８４－８６４７ 

  土、日、祝日はこちらの番号にお問い合わせください。 

 



 


